












































































































































































2014 年 11 月 22 日（土）-23 日（祝）　サイエンスヒ
ルズこまつ





























































2014 年 7 月 24 日（木）-25 日（金）　総合地球環境
学研究所 























































2014 年 10 月 10 日（金）　総合地球環境学研究所 
中塚　武：趣旨説明
金田明大： 考古学的手法による日本古代における
年代論の行方
村上麻佑子：気候変動と貨幣の関係性について
井上智博： 池島・福万寺遺跡における土地利用変遷
河角龍典： 池島・福万寺遺跡の立地と地形環境変化
若林邦彦： 池島・福万寺遺跡について　および研
究計画について
討論　冒頭にその他参加者の研究計画についての
発表
新メンバーの研究発表と、各メンバーの研究計画
に基づいて討論が進められ、とくに次の 2つの課題
が浮かび上がった。その解決策を探りつつ、議論を
深めた。
1．タイムスケールと時間解像度の問題
考古学の情報は、土器型式に即して数十年単位を
一括する手続きを経て得られる。それより細かい、
年単位の気候変動情報に即した議論を組み立てるに
はどうすればいいか？との問いのもと、土器型式の
時間幅での気候変動を先に示して、考古データの検
討とつきあわせることで、新しい方法論を探ってい
くという方針が示された。
年代測定を行なう木材の選定の際に、氾濫原の平
野部分の地形形成過程を押さえることを念頭にサン
プリングを行なうと、年単位は難しいが数年単位の
議論が可能になる。そうした作業をしなければ、気
候変動の議論と考古情報のすりあわせが不十分で、
「なんとなく相関がある」というレベルの議論にとど
まる。検討する時間の単位を細かくする努力が必要
だとの共通理解に達した。
2．集落動態を年単位の議論に即して理解し直すには
地域ごとの集落動態と高分解能（1年単位での）気
候変動との対応をみる上で、考古学者が一般に「集
落が継続している」というときの「継続性」につい
てより精緻な議論が必要である。「遺跡が多い時期と
少ない時期がある」という現象を人口差とみるか、
「頻繁に移動を繰り返した結果」とみるか。「弥生時
代における遺跡の激増→環濠集落の解体、集村から
散村への変化」という図式において、実際の人口の
動態はどうだったか。集落の「継続性」や「大規模
集落⇒分散のメカニズム」を明らかにしないと実際
の人口や生産量の増減などがみえてこないし、年単
位の気候変動との対応をみる上での前提が不十分。
以上のような論点について、活発な意見が交わされ
た。
